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(i) 

この正方形の、 xy平面への正射影を考える。 
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このとき、  30BOA であるから、 22BO より 
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)2,6(B であり、もう 1つの頂点の正射影は、 

)2,62(C となる。 

求める対角線の長さは、 COBA  , の長さであるから 26,2  ……(答) 

 

(ii) 

元の正方形の 1頂点は、 xy平面上にあるとしてもよい。 

元の正方形の 3頂点を、 ),2,6(),,0,6(),0,0,0( bBaAO とする。 

22 OBOA  より 22 266 ba   222  ba  ──① 

0OBOA より 06  ab  ──② 
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a  0362 24  aa  02 a より 3712 a  

3772 OA であるから、これが元の正方形の面積に等しい。求める面積は 377   ……(答) 

なお、 
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  371,371),( ba (複号同順)である。 
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